
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

(第１面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和 5年 6月 28日

長崎県知事  大石 賢吾 殿

提出者 〒850-8685

住 所 長崎市魚の町4-1

氏 名 長崎市上下水道事業管理者

上下水道局長 野瀬 弘志

（担当：浄水課 浄水施設係TEL 095-829-1213）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 4年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 道ノ尾浄水場

事 業 場 の 所 在 地 西彼杵郡長与町高田郷38番地

事 業 の 種 類 水道事業

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和4年 4月 ～ 令和5年 3月

産業廃棄物処理計画における目標値

項目 目標値 項目 目標値

排 出 量 1,600ｔ 全 処 理 委 託 量 90ｔ

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
0ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
0ｔ

自ら熱回収を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
0ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
90ｔ

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
1,510ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
0ｔ

自ら埋立処分 又 は

海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

0ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

0ｔ

※事務処理欄

(日本工業規格 Ａ列４番)
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自ら直接埋立処分処分
又は海洋投入処分した量

t

t

④のうち熱回収
を行った量

86.00

汚泥（浄水）

有償物量

自ら中間処理した後
再生利用した量

t

自ら直接
再生利用した量

t

計画の実施状況 （ 産 業 廃 棄 物 の 種 類 ：

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,573.00

1,573.00

t

自ら中間処理
した量

実績値

t1,573.00

t

t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

t86.00

t

不要物等発生量

排出量

t

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

項目

①排出量

②＋⑧自ら再生利用を行った量

⑤自ら熱回収を行った量

⑦自ら中間処理により減量した量

t

t

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

86.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

86.00

t

⑪優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

t

t

自ら中間処理した
後の残さ量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

t

t

③＋⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量

⑩全処理委託量 86.00

t

1,487.00 t

自ら中間処理により
減量した量

1,487.00

t



(第３面)

備考

１ 翌年度の6月30日までに提出すること。

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

７ ※欄は記入しないこと。

【添付資料】



様式第二号の九 (第八条の四の六関係)

(第  1 面)

提出者

住所 長崎市玉園町2番37号

氏名 株式会社長崎西部建設

代表取締役 岩本 隆宏

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 095-822-3501

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不□5年  6月 30日

長崎県矢□事 大石 賢吾 殿

株式会社 長崎西部建設事 業 場 の 名 称

長崎市 玉園阿2番37号事 業 場 の 所 在 地

06 総合工事業事 業 の 種 類

令不□4年5月 1日～令和5年 3月 31日産業廃棄物処理計画におけ
る  計  画  期  間

目標値 項 目 目標値項 目

2327.4t2327.4t 全 処 理 委 託 量出
ヨ
皇:,F

優良認定処理業者への
処  理 委 託 量

1396.4t
自 ら 再 生 利 用 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

2784.8tt

再 生 利 用 業 者 へ の

処  理  委  託  量

自 ら 熱 回 収 を 行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

tt
認定熱回収業者への処
理  委  託  量

目 ら甲 間 処 埋 |こ よ rジ 風 量

す         る

産 業 廃 棄 物 の 量

ヽ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への
処  理  委  託  量

産 乗 l発葉 !

目 ら埋豆処分叉ほ遍汗皮

入  処  分  を 行  う

産 業 廃 棄 物 の 量

t

※事務処理欄



計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 コンクリー ト塊 )

不要物等発生量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0.00 t

⑩のうち熱回収認定
業者以外への
処理委託量

⑭  000

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

t
⑫  35700

357 00 t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

357 00     t

0.00 t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0.00
⑨

直接及び 自ら

中間処理 した後の

処理委託量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理により
減量した量

0.00 t

自ら中間処理した
後の残さ量

0 00

0 00

自ら中間処理
した量

0 00 t

④のうち熱回収
を行つた量

⑤
     O.00

自ら直接
再生利用した量

t
②  O.00

自らド[接十月l立処分処分
又は海洋投入処分したもと排出量

①
357 00     t

有償物量

実績値

357.00   t

t

0 00  t

0.00   t

t

357 00   t

357 00   t

357 00   t

0.00   t

0 00  t

項 目

①排出量

②十③自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③十⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への処理委託量

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
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２
面
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計画の実施状況 (産 業 廃 棄 物 の 種 類 建設本材

不要物等発生量

t
⑫
    885.00

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

t

⑩のうち熟回収認定
業者以外への
処理委託量

t④

⑩のうち再生利用業者
への処理委託量

直接及び 自ら
中間処理 した後の

処理委託量

885,00     t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0,00 t
①

自ら中間処理した後
再生利用した量

t
③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理により
減量した量

⑦

白ら 苛按をと立処分処分

又は海洋投入処分 した 敬

③

自ら中間処理
した量

t
④

収回
量

熱

た

ち

つ

う
行

の
を

④

t
⑥

自ら直接
再生利用した量

t
②

有償物量

排出量

①
885,00     t

実績値

885 00  t

t

t

t

t

885.00  t

0.00  t

885,00  t

t

t

項 目

③ウF出 量

②+③ 自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量した量

③+⑨自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への処理委託塁

⑫再生利用業者への処理委託量

⑬熱回収認定業者への処理委託量

⑭熱回収認定業者以外の熱回収を
行う業者への処理委託量

（
第

２
面
）



(第 3 面)

備者

1 翌年度の6月 30日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に

記頭した日標値を記入すること。

令不□4年 6月 25日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分叉は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回Ⅲ又を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(3)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)◎欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処おした量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行
令第6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14)①欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者ヘ

の
焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を
記入すること。

6 産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業

廃棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の九 (第人条の四の六関係 )

(第 l面 )

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 4年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

提 出者

慮

2023年 1 4月 14日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

住

氏

所 長崎市戸町五丁目642番地 2

電言舌番号    095-898-4061

名 長崎中央生コン株式会社

代表取締役  野口 伸■ ||'|

長崎中央生コン株式会社 諌早工場事 業 場 の 名 称

事 業 場 の 所 在 地 諫早市津久案町5番地143

21窯業・土石製品製造業事 業 の 種 類

令和 4年 4月 1日 ～令和 5年 3月 31日産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間

目標値

8,510t

2,000t t

tt

tt

tt

項 目

排    出   量 全 処 理 委 託 量

目標値

1,510t

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

再生利用業者への

処 理 委 託 量

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

ガ※事務処理欄

~5,4′ 24

(日 本産業規格 A



計画の ; (産業廃棄物の種類 :コンクリートくず   )

実績値

3709t

2269t

Ot

Ot

Ot

1440t

756t

1440t

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③キ③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,440⑭

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0①

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1,440

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

756①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した
後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

2,269②

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

排出量

3,709①

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:廃プラスチック類  )

実績値

160t

Ot

Ot

Ot

Ot

160t

Ot

160t

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1.60t⑭

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①

1.60t

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

0⑥

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

自ら中間処理
した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0③

有償物量

1.60

排出量

不要物等発

（
第

２
面

）



記の (産業廃棄物の種類:木くず )

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0①

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1.20t廻自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

1.20t

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

0①

自ら直接処理した後
再生利用した量

0①

自ら中間処理した
後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

1.20t①

不要物等発生

実績値

120t

Ot

Ot

Ot

Ot

120t

Ot

120t

Ot

Ot

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



計画の実施状況 (産業廃棄物の種類:混合 (安定型のみ))

実績値

1150t

Ot

Ot

Ot

Ot

1150t

Ot

1150t

Ot

Ot

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③十③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0①

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

0

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

11.50t⑭

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

11.50t

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理によ

り減量した量

0

自ら中間処理した
後の残さ量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0③

自ら中間処理
した量

0

有償物量

排出量

11.50t①

不要物等発生

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1 翌年度の 6月 80日 までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

4 第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理萎託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への

焼去Π処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が 2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年 5月  11日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住所 長崎県諌早市栄田町21-22

氏名 長崎ブロイラー産業株式会社

代表取締役 池松 和彦

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名 )

電話番号 0957-25-1400

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和ぢ年度の産業廃棄物

1処理計画の実施状況を報告 します。

事 業 場 の 名 称 長崎ブロイラー産業株式会社

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諌早市栄田町21-22

事 業 の 種 類 09 食料品製造業

産業廃棄物処理計画 に
お け る 計 画 期 間

令不謎■ 4月 1日  ～ 余訴∫騒手3月 凱日
戸生夢 「る

項 目 項 目 目標 値

排   出   量 16115.5t 全処理委託量 2,115.5 t

自ら再生利用を行 う

産 業 廃 乗 物 の 量
t

優良認定処理業者ヘ

の処理委託量
t

自 ら熱 回収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
t

再生利用業者への

処理委託量
2,100 t

自ら中間処理により
減  量  す  る

産 業 廃 棄 物 の 量

14,000 t
認定熱回収業者への

処理委託量

自ら埋立処分又は海
洋 投入 処 分 を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t

認定熱回収業者以外
の熱回収を行 う業者
への処理委託量

t

※事務処理欄

―もti

(日 本工業規格 A



施状況の (産業廃棄物の種類:汚泥 )(単位 it)

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

1192

自ら中間処理によ
り減量した量

15195.8

自ら中間処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

16387.8

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量排出量

①   16396.8

有償物量

不要物等発生

実績値

163968

0

151958

■
=!■

IiⅢ  II―I■ |千
―

i

子とI*1亡|(liすliピ

項 目

①排出量

②+⑤
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



の (産業廃棄物の種類 :廃アルカリ )(単位 :t)

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ

り減量した量
④のうち熱回収

を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

1176①

有償物量

排出量

不要物等発生

実績値

1176

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



配の ( 産業廃棄物の種類 : 廃プラステツク   )(単 位 :t)

実績値

5.25

0

0

||   | ●|l illl■ |;|

■111riェェ,|ギ

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

①全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

自ら中間処理によ
り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

5.250

排出量

不要物等発生

（
第

２
面

）



計画の
~夫

施状況 (産業廃棄物の種類:木くず )(単位 :t)

実績値

33

0

0

0

|!j!fケ ,■ li二,1番

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理によ

り減量した量

0

0

自ら中間処理した

後の残さ量
自ら中間処理

した量

0

0

④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量排出量

3.3
①

有償物量

不要物等発

（
第

２
面

）



況 (産業廃棄物の種類:金属くず )(単位 :t)

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

0③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

0

0

自ら中間処理によ

り減量した量
④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

0

自ら直接
再生利用した量

排出量

3.469

有償物量

不要物等発生量

実績値

3469

0

0

0
|:FI「 ,ど 11 1,

項 目

①排出量

②キ③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



況 (産業廃棄物の種類 : ガラスくず・コンクリートくず」陶磁器くず )(単位 :t)

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

0.005

排出量

不要物等発生

実績値

0005

0

0

0

IⅢ■ |;ii f ri14モ キll' F■ i―

=4五
五工基孝―I押

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

○熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



太況の (産業廃棄物の種類 : 廃油 )(単位 :t)

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

0

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

0

④のうち熱回収
を行つた量

0

自ら直接
再生利用した量

0②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理
した量

有償物量

排出量

0.495

不要物等

実績値

0495

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処理

委託量

（
第

２
面

）



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和 ５年 ４月１１日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県西彼杵郡長与町６５９番地１ 

氏 名 長与町長 吉田 愼一       

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 ０９５－８８３－１１１１    

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和３年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  長与浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県西彼杵郡長与町岡郷６５８番地２ 

事 業 の 種 類  ３６ 水道業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和 ４年 ４月 １日～令和 ５年 ３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １，７５０ｔ 全 処 理 委 託 量 １，７５０ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自 ら熱回収 を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１，７５０ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自 ら埋立処 分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1,673

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

1,673

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

1,673

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 1,673

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 1,673

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

1,673

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 



汚泥処分量集計表

汚泥処分業務委託（ハラサンギョウ）の実績値（し渣込み総量）

R01 R02 R03 R04

４月 149.17 140.00 142.85 164.68

５月 182.82 133.68 132.68 142.24

６月 145.62 146.07 151.89 145.29

７月 158.62 146.41 145.52 135.78

８月 148.66 136.36 132.95 147.50

９月 135.04 142.81 129.84 126.27

１０月 157.98 139.32 135.94 126.34

１１月 148.50 140.11 136.18 119.71

１２月 135.45 159.26 146.26 139.05

１月 141.86 143.33 129.48 145.42

２月 147.70 145.97 139.34 132.76

３月 171.38 180.44 180.44 148.57

合計 1,822.80 1,753.76 1,703.37 1,673.61

※1

　　
マニュアル（P5）
＜例：汚泥の場合＞
①　製品の生産工程又は一連のプロセスの中に脱水・乾燥工程が組み込まれている場合
：その脱水・乾燥工程の後の重量とする。

処分月 備考（ｔ）

汚泥処分量

※1
　報告書（第２面）　①排出量
　　　　　　　　　　　　⑩直接及び自ら中間処理した後の処理委託料
　　　　　　　　　　　　⑫⑩のうち再生利用業者への処理委託料
　計画書（第２面）　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項
　　　　　　　　　　　　　　①現状　排出量
　　　　　 （第４面）　産業廃棄物の処理の委託に関する事項
　　　　　　　　　　　　　　①現状　全処理委託料、再生利用業者への処理委託料



様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和 4 年 6 月 30 日 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

提出者                   

    住 所 長崎市小江原５丁目８番２２号   

氏 名 錦建設工業株式会社        

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

代表取締役 前田 大介 

電話番号 ０９５－８４６－６１１１     

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 錦建設工業株式会社 

事 業 場 の 所 在 地 長崎県内一円 

事 業 の 種 類 D-建設業 06総合建設業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間
令和 4 年 4 月 1 日 ～ 令和 5 年 3 月 31 日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 635.0ｔ 全 処 理 委 託 量 635.0ｔ

自ら再生利用を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自ら熱回収を行う

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

再生利用業者への

処 理 委 託 量
575.0ｔ

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
ｔ

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
ｔ

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産 業 廃 棄 物 の 量

ｔ

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

ｔ

※事務処理欄   

(日本産業規格 Ａ列４番) 



(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

92.9

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

92.9

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

92.9

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 92.9

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0.0

0.0

⑤自ら熱回収を行った量 0.0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0.0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0.0

産業廃棄物の種類：コンクリート殻

⑩全処理委託量 92.9

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0.0

⑫再生利用業者への処理
委託量

92.9

⑬熱回収認定業者への処理
委託量



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：木くず

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

222.0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

222.0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 222.0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 222.0 222.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

222.0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：廃プラスチック類

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.4
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.4
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.4

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.4 0.4

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.4 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：紙くず

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

2.0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

2.0
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 2.0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 2.0 2.0

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

2.0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 18.5 18.5

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 18.5

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

18.5
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：その他のがれき類

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：混合廃棄物

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

6.2
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 6.2

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 6.2 6.2

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



（ ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：金属くず

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.6
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.6
項目 実績値

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

①排出量 0.6

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0 ⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.6 0.6

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.6 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0



様式第二号の九 (第人条の四の六関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令不日5年  6月 28日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

提出者

住 所 長崎県諫早市貝津町 1008

氏 名 西日本高速道路メンテナンス九州爛

長崎保全セ

センター長  窪

電話番号 095725-21

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和 4年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 西日本高速道路メンテナンス九州爛 長崎保全センター

事 業 場 の 所 在 地 長崎県諫早市貝津町 1008

事 業 の 種 類 06 総合工事業

産業廃棄物処理計画における

計  画  期  間
令不日4年  4月 1日 ～令不日5年  3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

排   出   量 3000.Ot 全 処 理 委 託 量 3000.Ot

自ら再生利用 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
0.Ot

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
200,Ot

自 ら熱 回 収 を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量
0,Ot

再生利用業者への

処 理 委 託 量
2800.Ot

自ら中間処理により減量する

産 業 廃 棄 物 の 量
0.Ot

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
0.Ot

自 ら埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分を行 う

産 業 廃 棄 物 の 量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

0.Ot0,Ot

※事務処理欄

)イ

r

-516.2B

(日 本産業規格



計 画の冥距状 | (産業廃棄物の種類:木くず )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら

中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

③

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

2481.77①

不要物等発

,|||| ―
|

実績値

2481,77

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+◎自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

③優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類 :アスファルトがら  )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

③

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

368.90①

不要物等発

実績値

363.90

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

④熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



I

の (産業廃棄物の種類 :コンクリートがら  )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量
自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

43.00

不要物等発生

実績値

43.00

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑦再生利用業者への処理
委託量

④熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



状 況の (産業廃棄物の種類i汚泥 )

実績値

119.61

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑩熱回収認定業者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

119.61
①

不要物等発

（
第

２
面

）



計 画の冥施状況 (産業廃棄物の種類:金属くず )

実績値

4.71

III  I

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

③自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者への処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

自ら中間処理によ

り減量した量
④のうち熱回収
を行つた量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

排出量

4.71
①

有償物量

不要物等発生量

（
第

２
面

）



~夫

距状況 (産業廃棄物の種類:安定型混合 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した

後の残さ量

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

⑤

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

6.39①

不要物等発生

実績値

6.39

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



~夫

距状 況 (産業廃棄物の種類:廃プラスチック   )

①のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

①のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

直接及ぴ自ら
中間処理した後の

処理委託量

自ら中間処理した
後の残さ量

⑦

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は

海洋投入処分した量

④

自ら中間処理
した量

⑤

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

排出量

5。30①

不要物等発生

実績値

5,30

0

0

0

項 目

①排出量

②+③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

②自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



祀の (産業廃棄物の種類 : がれき類 )

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

自ら直接処理した後
再生利用した量

c8ノ`

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

③

自ら中間処理した
後の残さ量

一⑦

自ら中間処理によ
り減量した量

自ら直接
再生利用した量

②

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

④

自ら中間処理
した量

④のうち熱回収
を行つた量

有償物量

63.78

排出量

①

不要物等発生

実績値

63.78

0

0

項 目

①排出量

②十③
自ら再生利用を行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑦自ら中間処理により減量し
た量

③+③自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

①優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処理
委託量

①熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

（
第

２
面

）



(第 3面 )

備考

1

2

3

翌年度の6月 30日 までに提出すること。

「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。

第 2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)か ら(14)

に掲げる量を記入すること。

(1)①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2)②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3)③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4)④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5)⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行つた量

(6)⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7)⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8)③欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9)⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10)⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11)①欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量

(12)⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13)⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼去口処理委託量

(14)⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量

5 第 2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第 2面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。

4



産業廃棄物(特別管理産業廃棄物)処理計画書 内訳書 (廃棄物の種類が3つ以上ある場合この表を使用してください。) 別 紙

数字 (t)

合 計

3,093.4

2,805.0

0.0

00

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

00

3,093.4

63.8

3,087.0

0.0

0.0

2,805.0

50_0

2,749_0

00

0.0

廃棄物の排出の抑制に関する事項

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

自ら行う産業廃棄物の埋立処分

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

がれき

63.8

50.0

63.8

63.8

63.8

50.0

500

廃プラス
チック

5.3

5.0

5.3

5.3

50

50

安定型

6.4

60

6.4

60

金属
くず

4.7

4_0

4.7

4.7

4_0

4_0

汚 泥

119.6

1000

119,6

119,6

1000

100.0

コンク

リート
がら

43.0

40.0

43.0

43.0

400

40.0

アスフア

ルトがら

368.9

3000

368.9

368.9

3000

3000

木くず

2,481,7

2,3000

2,481.7

2,481.7

2,3000

2,3000

廃 棄 物 の 種 類

排出量

排出量

自ら再生利用を行つた量

自ら再生利用を行う量

自ら熱回収を行つた量

自ら中間処理により減量する量

自ら熱回収を行つた量

自ら中間処理により減量する量

自ら埋立処分を行つた量

自ら埋立処分を行う量

全処理委託量

(内訳)優良認定処理業者へ処理を委託した量

(内 訳)再生処理業者へ処理を委託した量

(内 訳)認定熱回収業者へ処理を委託した量

(内訳)認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量

全処理委託量

(内訳)優 良認定処理業者へ処理を委託する量

(内訳)再生利用業者へ委託を委託ずる量

(内 訳)認定熱回収業者へ処理を委託する量

(内訳)認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量

①現状(R4年度実績)

②計画(R5年 度計画)

①現状(R4年度実績)

②計画(R5年度計画)

①現状(R4年度実績)

②計画(R5年度計画)

①現状(R4年度実績)

②計画(R5年度計画)

①現状(R4年度実績)

②計画(R5年度計画)



 

 

様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和 5年 6月 8日 

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県松浦市御厨町北平免576番地1   

氏 名 西日本プラント工業株式会社     

松浦事業所長 藤田 修二     

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号 0956-72-1205           

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 10項の規定に基づき、令和４年度の産業廃棄物処

理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  西日本プラント工業株式会社 松浦事業所 

事 業 場 の 所 在 地  松浦市御厨町北平免576番地1 

事 業 の 種 類  設備工事業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
 令和4年4月1日～令和5年3月31日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 206.075ｔ 全 処 理 委 託 量 206.075ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
0ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
132.571ｔ 

自ら熱回収を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
0ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
77.235ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産 業 廃 棄 物 の 量 
0ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 

自ら埋立処分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

0ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0ｔ 

※事務処理欄   

(日本工業規格 Ａ列４番) 



（ 汚泥 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量
自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

22.03 0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

自ら中間処理した
後の残さ量

0 0 0

④のうち熱回収
を行った量

自ら中間処理によ
り減量した量

0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

22.03

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

22.03

⑩のうち再生利用
業者への処理委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

項目 実績値

①排出量 22.03

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0

⑤自ら熱回収を行った量 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

⑩全処理委託量 22.03

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

22.03

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑫再生利用業者への処理
委託量

0

⑬熱回収認定業者への処理
委託量

0



（ 廃油 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

3.72
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 3.72 3.72

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

3.72 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 3.72 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

3.72 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 廃プラスチック類 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

35.57
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 83.87 83.87

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

35.57 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 83.87 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

83.87 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 木くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

8.70 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 18.05 18.05

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 18.05 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

18.05 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

8.70

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 金属くず ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

67.745 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

61.355
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 67.745 67.745

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

61.355 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 67.745 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

67.745 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

67.745

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ ガラスくず、コンクリー）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

1.40
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 1.40 1.40

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

1.40 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 1.40 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

1.40 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ がれき類 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

4.44
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 4.44 4.44

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

4.44 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 4.44 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

4.44 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 蛍光灯 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.02 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.02 0.02

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.00 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 0.02 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.02 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.02

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 安定型混合 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.13 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

0.026
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 0.130 0.130

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

0.026 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 0.130 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.130 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.13

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



（ 管理型混合廃棄物 ）

② ⑧

① ③

⑫

④ ⑥ ⑨

⑬

⑤ ⑦

⑩

⑭

⑪

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.64 ⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処理

委託量
0

4.03
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処理
委託量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量 4.67 4.67

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

4.03 0

⑦自ら中間処理により減量し
た量

0 0 0
直接及び自ら

中間処理した後の
処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

0

0

②＋⑧
自ら再生利用を行った量

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑤自ら熱回収を行った量 0
④のうち熱回収

を行った量
自ら中間処理によ

り減量した量 0

項目 実績値
自ら中間処理

した量
自ら中間処理した

後の残さ量

①排出量 4.67 0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

4.67 0
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

0.64

（
第
２
面

）

計画の実施状況 産業廃棄物の種類：

有償物量

自ら直接
再生利用した量

自ら直接処理した後
再生利用した量

不要物等発生量 0 0

排出量



 

 

(第３面) 

備考 

１ 翌年度の６月30日までに提出すること。 

２ 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

３ 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載

した目標値を記入すること。 

４ 第２面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、①～⑭の欄のそれぞれに、(1)から(14)

に掲げる量を記入すること。 

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量 

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量 

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量 

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量 

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量 

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量  

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量 

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量 

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量 

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量 

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令

第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量 

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量 

(13) ⑬欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量 

(14) ⑭欄  (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への

焼却処理委託量 

５ 第２面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記

入すること。 

 ６ 産業廃棄物の種類が２以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第２面の例により産業廃

棄物処理計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 
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